
どうして事
じ

故
こ

が起
お

きてしまうの？
クマは、はじめから人

にん

間
げん

を襲
おそ

おうとして

攻
こう

撃
げき

してくるわけではありません。人
じん

身
しん

事
じ

故
こ

の多
おお

くは、ばったり人
にん

間
げん

と会
あ

ってし

まって自
じ

分
ぶん

を守
まも

るために攻
こう

撃
げき

するので

す。野
や

外
がい

では、鈴
すず

をつけて音
おと

を出
だ

したり、

お友
とも

達
だち

とはなしをしながら行
こう

動
どう

しよう！

クマは鈴
すず

が嫌
きら

いなの？
鈴
すず

の音
おと

が嫌
きら

いなわけではありません。人
ひと

に気
き

づけばクマは人
ひと

を避
さ

けて

くれるので、クマに気
き

づいてもらえるように音
おと

を立
た

てるためのものです。

おしゃべりや自
じ

転
てん

車
しゃ

のベルを鳴
な

らすことも有
ゆう

効
こう

です！

大きい足
あし

跡
あと

や糞
ふん

を見
み

つけたらどうしたらいい？
クマかも？と思

おも

う痕
こん

跡
せき

を見
み

つけたら、間
ま

違
ちが

っ

ていてもいいので恥
は

ずかしがらずにおうちの

人
ひと

や学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

に伝
つた

えよう！

クマの出
しゅつぼつ

没場
ば

所
しょ

は、県
けん

のホームページで公
こう

開
かい

しています。

出
で

かける前
まえ

にチェックしてみよう！

おしえて！クマのこと

クマの

性
せい

質
しつ

を

学
まな

んで

～その被
ひ

害
がい

を防
ふせ

ぐために～

近
ちか

づかない、寄
よ

せつけない
秋
あき

田
た

県
けん

生
せい

活
かつ

環
かん

境
きょう

部
ぶ

自
し

然
ぜん

保
ほ

護
ご

課
か

ワグマ
ツキノ

《お問
と

い合
あ

わせ先
さき

》

秋
あき

田
た

県
けん

生
せい

活
かつ

環
かんきょう

境部
ぶ

自
し

然
ぜん

保
ほ

護
ご

課
か

 鳥
ちょうじゅう

獣保
ほ

護
ご

管
かん

理
り

班
はん

（秋
あき

田
た

県
けん

ツキノワグマ被
ひ

害
がい

対
たい

策
さく

支
し

援
えん

センター）

〒010－8570 秋
あき

田
た

市
し

山
さん

王
のう

四
よん

丁
ちょう

目
め

１番
ばん

１号
ごう

発
はっこう

行　令
れい

和
わ

3年
ねん

10月
がつ

防
ぼう

衛
えい

目
もく

的
てき

おうちの人
ひと

に教
おし

えてあげよう！
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1

第
だい1章しょう

驚
おどろ

きの身
しん

体
たい

能
のう

力
りょく

！意
い

外
がい

な性
せい

格
かく

は じ め に

近
ちか

ごろツキノワグマが山
やま

から下
お

りてきて、

人
にん

間
げん

の生
せい

活
かつ

場
ば

所
しょ

にあらわれたり、山
やま

や畑
はたけ

で人
ひと

がおそわれたりする事
じ

故
こ

が起
お

きてい

ます。

私
わたし

たちが安
あん

心
しん

して暮
く

らしていくためには

どうすればよいのでしょうか。

それにはクマの性
せい

質
しつ

・生
せい

活
かつ

・行
こう

動
どう

をよく理
り

解
かい

してクマに近
ちか

づかない、クマを寄
よ

せつけ

ないための方
ほう

法
ほう

を学
まな

ぶことが必
ひつ

要
よう

です。

みんなでクマの被
ひ

害
がい

を防
ふせ

ぎましょう。

ツキノワグマ

嗅
きゅう

覚
かく

は

人
にん

間
げん

の

1万
まん

倍
ばい

逃
に

げるものを

追
お

う習
しゅう

性
せい

するどい爪
つめ

で

細
ほそ

い木
き

も
登
のぼ

る

走
はし

るスピード

100m
約
やく 9秒びょう

体
たい

重
じゅう

（大
おとな

人のクマ）：80kg前
ぜん

後
ご

その性
せい

格
かく

は…
おくびょう、慎

しん

重
ちょう

、神
しん

経
けい

質
しつ

暗
くら

いところが好
す

きで

人
にん

間
げん

を避
さ

けて行
こう

動
どう

しているよ

頭
とう

胴
どう

長
ちょう

140cm前
ぜん

後
ご

目
もく

　次
じ

■性
せい

質
しつ

をよく知
し

ろう ・・・・・・・・・・・・・・ 1

第
だい

1章
しょう 驚

おどろ

きの身
しん

体
たい

能
のう

力
りょく

！意
い

外
がい

な性
せい

格
かく

クマの1年
ねん

はこんな暮
く

らし

■私
わたし

たちができる対
たい

策
さく

 ・・・・・・・・・・ 3

第
だい
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しょう 身

み

の回
まわ

りでできること
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あ

わないために

第
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が一
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で
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あ
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体
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高
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後
ご

生
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活
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行
こう

動
どう

性
せい

質
しつ

■ツキノワグマは、世
せ

界
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ではとても希
き

少
しょう

な動
どう

物
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です。日
に

本
ほん

でも九
きゅうしゅう

州地
ち

方
ほう

では絶
ぜつ

滅
めつ

してし

まいました。四
し

国
こく

地
ち

方
ほう

では、絶
ぜつ

滅
めつ

間
ま

近
ぢか

です。

■私
わたし

たちが住
す

んでいる秋
あき

田
た

県
けん

は、自
し

然
ぜん

が豊
ゆた

か

でクマの食
た

べ物
もの

になる木
き

の実
み

がたくさん！

秋
あき

田
た

県
けん

の山
やま

のほぼ全
ぜん

体
たい

で生
せい

活
かつ

しています。

クマの

分
ぶん

布
ぷ

域
いき

あ
っ
！ 
お
母か

あ

さ
ん
グ
マ
な
ん
だ
…

ヒグマ

ツキノワグマ

■ 環
かんきょうしょう

境省（2004）年
ねん

による分
ぶん

布
ぷ

確
かく

認
にん

地
ち

点
てん

■上
じょう

記
き

以
い

降
こう

の分
ぶん

布
ぷ

域
いき

拡
かく

大
だい

エリア（2003ｰ2012）

日
に

本
ほん

クマネットワーク（2014）
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2 3

子グマ年
ねん

齢
れい

0歳
さい

（cub） 1歳（yearling） 2歳 ３歳～

季
き

　節
せつ

冬
ふゆ

春
はる

夏
なつ

秋
あき

冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬…

冬と
う

　
眠み
ん

繁は
ん
し
ょ
く
き

殖
期

冬
　
眠

繁
殖
期

ツキノワグマ 子
グ
マ
誕

た
ん
じ
ょ
う
生

母は
は

グ
マ
、
交こ
う

尾び

に
不ふ

参さ
ん

加か

一い
っ

緒し
ょ

に
冬と
う

眠み
ん

子こ

別わ
か

れ

性
せい

質
しつ

をよく知
し

ろう
第
だい1章しょう

クマの1年
ねん

はこんな暮
く

らし

第
だい2章しょう

メスだけが

子
こ

育
そだ

てをする

冬
ふゆ

秋
あき

春
はる

夏
なつ

冬
とうみんちゅう

眠中は

何
なに

も食
た

べません

フキノトウ、ミズ、

タケノコなどの山
さん

菜
さい

類
るい

クワ、ミズキなどの

木
き

の実
み

、アリ、ハチ

などの昆
こんちゅうるい

虫類など

ブナ、コナラ、クリ、

クルミなどの堅
けん

果
か

類
るい

、

ブドウ、サルナシなどの

木
き

の実
み

冬
とう

眠
みん

・出
しゅっさん

産

繁
はん

  殖
しょく

人
にん

間
げん

が山
さん

菜
さい

を採
と

りに行
い

く

季
き

節
せつ

はクマも山
さん

菜
さい

を食
た

べ

ています。山
さん

菜
さい

採
と

りに行
い

くときは気
き

をつけて！

じゅうぶんに栄
えい

養
よう

をとる
ことができたメスだけに
赤ちゃんができます。

2月
がつ

頃
ごろ

、浅
あさ

い眠
ねむ

りの状
じょう

態
たい

で出
しゅっさん

産・授
じゅ

乳
にゅう

をします。

冬
とう

眠
みん

にそなえて、た

くさんの食
た

べ物
もの

を食
た

べます。山
やま

の実
みの

りが

少
すく

ない年
とし

は、人
ひと

里
ざと

な

ど普
ふ

段
だん

クマが生
せい

活
かつ

し

ない地
ち

域
いき

にあらわれ

ることもあるので気
き

をつけよう！

類
るい

殖
しょく

ブナ、コナラ、クリ、

ツキノワグマ
の一

いっしょう

生

8月
がつ

～10月
がつ

畑
はたけ

においしい作
さく

物
もつ

が

実
みの

る季
き

節
せつ

。クマが作
さく

物
もつ

を食
た

べに来
こ

ないよ

う畑
はたけ

をしっかり守
まも

る

ことが大
たい

切
せつ

！

5月
がつ

～7月
がつ

1歳
さい

半
はん

になった子
こ

グマが母
はは

グマ

と別
わか

れてひとりだちします。

オスの子
こ

グマは新
あたら

しく生
せい

活
かつ

する

場
ば

所
しょ

を探
さが

してあちこち歩
ある

き回
まわ

る

ので人
ひと

里
ざと

に近
ちか

づいてしまうこと

があります。

私
わたし

たちができる対
たい

策
さく

身
み

の回
まわ

りでできること

クマは

栄
えい

養
よう

状
じょう

態
たい

がよければ

2年
ねん

に1回
かい

出
しゅっ

産
さん

１回
かい

の出
しゅっ

産
さん

で1～3頭
とう

の

子
こ

グマを産
う

む

クマを寄
よ

せ付
つ

けない環
かん

境
きょう

づくり

◆クマはどうして家
いえ

の近くにでてきてしまうの？
① クマにとっておいしい食

た

べ物
もの

があるから

② 身
み

を隠
かく

して近
ちか

づくことができる通
とお

り道
みち

があるから

わたしたちの家
いえ

のまわりにはクワやサクラ、クリの木
き

の実
み

が多
おお

く、これら

の食
た

べ物
もの

を求
もと

めて学
がっ

校
こう

や家
いえ

のすぐ近
ちか

くまで出
で

てきてしまいます。

クマは、人
ひと

に見
み

つからないように草
くさ

むらや林
はやし

の中
なか

で身
み

を隠
かく

しながら行
こう

動
どう

し

ていますが、最
さい

近
きん

は家
いえ

や学
がっ

校
こう

近
ちか

くのやぶが増
ふ

えてきたので、そこがクマの通
とお

り道
みち

になってしまいます。

◆食
た

べ物
もの

の味
あじ

を覚
おぼ

えさせないために…

● 生
なま

ゴミ、家
か

畜
ちく

飼
し

料
りょう

、米
こめ

ぬかなどクマの食
た

べ物
もの

になるものを放
ほう

置
ち

しない

● 畑
はたけ

の野
や

菜
さい

や果
くだ

物
もの

は、時
じ

期
き

が来
き

たらしっかり収
しゅう

穫
かく

しよう

クマは嗅
きゅう

覚
かく

が鋭
するど

いため、においが

あるものに誘
ゆう

引
いん

されます。自
じ

宅
たく

周
しゅう

辺
へん

で

も野
や

外
がい

にゴミなどを放
ほう

置
ち

しないこと

が大
たい

切
せつ

です。

また、畑
はたけ

の作
さく

物
もつ

を守
まも

るには、電
でん

気
き

柵
さく

を用
もち

いて畑
はたけ

を囲
かこ

い、クマに作
さく

物
もつ

を食
た

べさせないことが重
じゅう

要
よう

です。

◆ばったり遭
そう

遇
ぐう

を防
ふせ

ぐために…

● 木
き

の伐
ばっ

採
さい

で見
み

通
とお

しのよい環
かん

境
きょう

をつくる

● 草
くさ

刈
か

りでクマの隠
かく

れ場
ば

所
しょ

や通
とお

り道
みち

をなくす

クマとばったり出
で

会
あ

うことを避
さ

けるためには、

わたしたちの身
み

の回
まわ

りでもクマの通
とお

り道
みち

や隠
かく

れ場
ば

所
しょ

をなくし、人
にん

間
げん

が行
こう

動
どう

しているエリアに

近
ちか

づけないことが大
たい

切
せつ

です。

クマにとっても人
にん

間
げん

にとってもお互
たが

いを見
み

つ

けやすい環
かん

境
きょう

をつくりましょう！

草
くさ

刈
か

り前
まえ

草
くさ

刈
か

り後
ご

電
でん

気
き

柵
さく

で囲
かこ

われた畑
はたけ

（トウモロコシ・スイカ）
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秋
あき

冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬…

冬と
う

　
眠み
ん

繁は
ん
し
ょ
く
き

殖
期

冬
　
眠

繁
殖
期

ツキノワグマ 子
グ
マ
誕

た
ん
じ
ょ
う
生

母は
は

グ
マ
、
交こ
う

尾び

に
不ふ

参さ
ん

加か

一い
っ

緒し
ょ

に
冬と
う

眠み
ん

子こ

別わ
か

れ

性
せい

質
しつ

をよく知
し

ろう
第
だい1章しょう

クマの1年
ねん

はこんな暮
く

らし

第
だい2章しょう

メスだけが

子
こ

育
そだ

てをする

冬
ふゆ

秋
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春
はる

夏
なつ

冬
とうみんちゅう

眠中は

何
なに

も食
た

べません
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菜
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類
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木
き
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み
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ブナ、コナラ、クリ、
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果
か

類
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、
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木
き
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冬
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眠
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しゅっさん

産

繁
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人
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間
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菜
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を採
と
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い
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季
き

節
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菜
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た

べ
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さん

菜
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採
と
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い
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き
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養
よう
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で
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み
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み
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とお

り道
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あ

うことを避
さ

けるためには、

わたしたちの身
み

の回
まわ
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とお

り道
みち

や隠
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ば

所
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にん

間
げん

が行
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動
どう

しているエリアに

近
ちか

づけないことが大
たい

切
せつ
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クマにとっても人
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間
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にとってもお互
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つ

けやすい環
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境
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草
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かこ

われた畑
はたけ
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第
だい2章しょう

防
ぼう

御
ぎょ

姿
し

勢
せい

万
まん

が一
いち

のために第
だい3章しょう

もしも出
で

会
あ

ってしまったら…！
さあ、どうする？

走
はし

って

逃
に

げない

クマは逃
に

げるもの

を追
お

いかける！

目
め

をそらさず
ゆっくり後

あと

ずさり

クマから少
すこ

しずつ
はなれよう

クマと会
あ

ったらあわててさわがずゆっくり後
あと

ずさりをすることが大
だい

事
じ

です。もし、

それでも攻
こう

撃
げき

されそうになった場
ば

合
あい

は、頭
あたま

を抱
かか

えて顔
かお

を伏
ふ

せるポーズ（イラスト）

をとりましょう。

人
にん

間
げん

がおそわれる事
じ

故
こ

のほとんどはクマとの突
とつ

然
ぜん

の出
で

会
あ

い

身
み

につけて
おくと
安
あん

心
しん

だね！

子
こ

連
づ

れのクマは
子
こ

を守
まも

ろうとする
ので特

とく

に危
き

険
けん

!!

子
こ

グマには
近
ちか

づかないで !!

さわがない
クマを

刺
し

激
げき

しない

あわてない
クマも
驚
おどろ

いている

写
しゃ

真
しん

提
てい

供
きょう

：

資
し

料
りょう

提
てい

供
きょう

：

環
かんきょうしょう

境省

ＮＰＯ法
ほう

人
じん

 信
しん

州
しゅう

ツキノワグマ研
けん

究
きゅう

会
かい

日
に

本
ほん

クマネットワーク

クマの跡
あと

その2ークマ棚
たな

クマの跡
あと

その3ー糞
ふん

私
わたし

たちができる対
たい

策
さく

クマと突
とつ

然
ぜん

出
で

会
あ

わないために
クマに急

きゅう

に出
で

会
あ

ってしまうことが危
き

険
けん

です!!

■「クマに注
ちゅう

意
い

」の看
かん

板
ばん

 ➡ クマがあらわれる場
ば

所
しょ

なので注
ちゅう

意
い

しましょう。

■クマの糞
ふん

や足
あし

跡
あと

などを見
み

つけたら、その先
さき

にすすまないようにしましょう。

こんな跡
あと

があったら危
き

険
けん

！！

●クマよけ鈴
すず

　●笛
ふえ

　

●携
けい

帯
たい

ラジオ　●スマホで音
おん

楽
がく

をならす

●人
にん

間
げん

の話
はな

し声
ごえ

も合
あい

図
ず

になるよ！
複
ふく

数
すう

で行
こう

動
どう

し声
こえ

の届
とど

く距
きょ

離
り

で話
はなし

をしながら歩
ある

こう！

クマよけ鈴
すず

音
おと

をたてて、人
にん

間
げん

がここにいるよ!!
という合

あい

図
ず

をしよう!!

クマに突
とつ

然
ぜん

出
で

会
あ

ってしまったときは、人
にん

間
げん

はもちろん、クマもびっくりしています！

どこでもクマとばっ
たり会

あ

ってしまうかもしれない！

山
やま

の近
ちか

くや木
き

が生
お

い
茂
しげ

っている場
ば

所
しょ

では、クマが隠
かく

れて
いるかも…散

さん

歩
ぽ

や遊
あそ

びに出
で

かける
ときも注

ちゅう

意
い

しよう！

木
き

の実
み

や山
さんさい

菜を食
た

べたと

思
おも

われる糞
ふん

●においはあまりしない

米
こめ

を食
た

べたクマの糞
ふん

タヌキのため糞
ふん

前
まえ

足
あし

後
うしろ

足
あし

クマの跡
あと

その1ー足
あし

跡
あと

山
やま

家
いえ

のまわり

クマが木
き

の上
うえ

でドングリなどを食
た

べた跡
あと

です

がここにいるよ!!がここにいるよ!!

はもちろん、クマもびっくりしています！
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どうして事
じ

故
こ

が起
お

きてしまうの？
クマは、はじめから人

にん

間
げん

を襲
おそ

おうとして

攻
こう

撃
げき

してくるわけではありません。人
じん

身
しん

事
じ

故
こ

の多
おお

くは、ばったり人
にん

間
げん

と会
あ

ってし

まって自
じ

分
ぶん

を守
まも

るために攻
こう

撃
げき

するので

す。野
や

外
がい

では、鈴
すず

をつけて音
おと

を出
だ

したり、

お友
とも

達
だち

とはなしをしながら行
こう

動
どう

しよう！

クマは鈴
すず

が嫌
きら

いなの？
鈴
すず

の音
おと

が嫌
きら

いなわけではありません。人
ひと

に気
き

づけばクマは人
ひと

を避
さ

けて

くれるので、クマに気
き

づいてもらえるように音
おと

を立
た

てるためのものです。

おしゃべりや自
じ

転
てん

車
しゃ

のベルを鳴
な

らすことも有
ゆう

効
こう

です！

大きい足
あし

跡
あと

や糞
ふん

を見
み

つけたらどうしたらいい？
クマかも？と思

おも

う痕
こん

跡
せき

を見
み

つけたら、間
ま

違
ちが

っ

ていてもいいので恥
は

ずかしがらずにおうちの

人
ひと

や学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

に伝
つた

えよう！

クマの出
しゅつぼつ

没場
ば

所
しょ

は、県
けん

のホームページで公
こう

開
かい

しています。

出
で

かける前
まえ

にチェックしてみよう！

おしえて！クマのこと

クマの

性
せい

質
しつ

を

学
まな

んで

～その被
ひ

害
がい

を防
ふせ

ぐために～

近
ちか

づかない、寄
よ

せつけない
秋
あき

田
た

県
けん

生
せい

活
かつ

環
かん

境
きょう

部
ぶ

自
し

然
ぜん

保
ほ

護
ご

課
か

ワグマ
ツキノ

《お問
と

い合
あ

わせ先
さき

》

秋
あき

田
た

県
けん

生
せい

活
かつ

環
かんきょう

境部
ぶ

自
し

然
ぜん

保
ほ

護
ご

課
か

 鳥
ちょうじゅう

獣保
ほ

護
ご

管
かん

理
り

班
はん

（秋
あき

田
た

県
けん

ツキノワグマ被
ひ

害
がい

対
たい

策
さく

支
し

援
えん

センター）

〒010－8570 秋
あき

田
た

市
し

山
さん

王
のう

四
よん

丁
ちょう

目
め

１番
ばん

１号
ごう

発
はっこう

行　令
れい

和
わ

3年
ねん

10月
がつ

防
ぼう

衛
えい

目
もく

的
てき

おうちの人
ひと

に教
おし

えてあげよう！


